
１　基本情報

２　管理運営の成果・実績

施設利用率 利用者満足度

72.59% 86.00%

60.55% 96.00%

83.4% 111.6%

　　利用状況

当年度 前年度 前年度比

273,752 275,494 -1,742

60.6% 55.9% 4.7%

３　収支状況

当年度 前年度 差異（実績－計画） 主な要因

実績 35,742,972 36,853,336

計画 31,581,000 31,581,000

実績 20,414,290 19,801,737

計画 20,389,000 20,262,000

実績 6,658,540 4,854,490

計画 6,187,500 5,787,500

実績 62,815,802 61,509,563

計画 58,157,500 57,630,500

当年度 前年度 差異（実績－計画） 主な要因

実績 25,856,093 24,632,086

計画 24,997,293 23,964,354

実績 29,305,172 31,155,503

計画 26,027,930 25,861,695

実績 3,493,343 2,592,017

計画 3,205,390 3,264,900

実績 58,654,608 58,379,606

計画 54,230,613 53,090,949

施設名称 大阪市立住吉区民センター

施設所管課・担当 住吉区役所総務課（担当：向井、中塚）

条例上の設置目的

コミュニティ活動の振興並びに地域のおける文化の向上及び福祉の増進を図るとともに、市民

の集会その他各種行事の場を提供することにより市民相互の交流を促進し、もって連帯感あふ

れるまちづくりの推進に寄与することを目的とする。

数値目標 12,000人以上 ／ 80％以上

指定管理者名 大阪市コミュニティ協会

業務の概要

1.貸館運営業務

2.徴収事務委託契約に基づく収納事務

3.施設総合管理業務

成果指標 施設利用率 利用者満足度

稼働率

指定期間 令和３年４月１日～令和８年３月３１日（５年間）

評価対象期間 令和５年４月１日～令和６年３月３１日

成果指標

数値目標

年度実績

達成率

利用人数

収入

業務代行料 4,161,972
光熱費の高騰等による経費の補填を

行ったため。

利用料金収入 25,290

その他収入

（自主事業収入）
471,040

自主事業の周知に際し、従来までの

ポスティングに加え、SNS等での営

業活動を行ったことにより、利用者

が増加したため。

合計 4,658,302

支出

人件費 858,800

最低賃金の上昇及び自主事業参加者

の増加に対応するためのスタッフを

増員したため。

物件費 3,277,242

光熱費の高騰が主な要因。

節電等、コスト削減のための努力を

行っていたが、夏場に空調が故障し

たことや、施設の老朽化による修繕

費の増加等が重なったため。

その他事業費

（自主事業支出）
287,953 自主事業参加者の増加に伴う増。

合計 4,423,995



４　管理運営状況の評価（１次評価）

（１）成果指標の達成

達成率 評価

83.4% C

111.6% A

（２）市費の縮減

評価

（３）管理運営の履行状況

評価

B

B

A

社会的責任・市の施策との整合性 B

５　利用者ニーズ・満足度等

６　外部専門家意見

７　最終評価

評価

B

B+

管理運営の履行状況

施設の管理運営

事業計画の実施状況

施設の有効利用

社会的責任・市の施策との整合性

B

評価項目 特記事項

施設利用率

数値目標を達成することはできなかったが、新規自主事業の立ち上げ等を

行い新規顧客獲得に向けた施策を適切に実施したことは評価できる。

また、利用率が低いアトリエ工作室等の特別室を、会議室として利用する

などの提案も行い、施設の利用率向上を図ろうとしている。

利用者満足度

空調設備が経年劣化により故障するなど、施設老朽化の影響が各所にみら

れる中、利用者への影響を最小限に抑え、高い利用者満足度を得たことは

評価できる。

市費の縮減に係る取組状況 特記事項

昨年度に引き続き、間引き照明や空調、照明不使用時の

電源オフなど適切に経費縮減にかかる取り組みを実施し

ていた。

A

評価項目 特記事項

施設の設置目的の達成及びサービスの向上

施設の管理運営 法令・規則にのっとり適切に管理運営が行われた。

市費の縮減

昨年度に引き続き、間引き照明や空調、照明不使用時の

電源オフなど適切に経費縮減にかかる取り組みを実施し

ていた。

事業計画の実施状況

事業計画書及び協定書等に基づき適切に実施されてい

た。

更に附設会館周辺地域への施設情報誌のポスティングや

新規自主事業の立上げなど積極的に目標達成に向けた利

用率向上対策が講じられていた。

施設の有効利用

市民楽団とコンサートを共催、映像専門学校と協同し、

卒業制作の撮影・上映会を実施するなど積極的に施設の

有効利用に取り組んでいた。またボランティアセンター

と共同で交流スペースを運営し、区内の市民活動、ボラ

ンティア活動のハブとして機能した。

法令等に基づき、標準通り事務が進められていた。

利用者に対して年２回のアンケート調査を実施（総回答者数　202名）

「施設設備」「スタッフの対応」「清掃状況」「総合満足度」等の項目で調査を行い、96％の利用者から満足との回答が得られた。

また、「空いている部屋で自習室を開催してほしい」・「利用開始時間まで座って待てる場所を作ってほしい」等の利用者からの意

見・要望にも適切に対応していた。

・積極的な自主事業に取り組み、特別室の利用形態を考案するなどは評価できる。

・区民センターの認知度を向上させる為に、各層に向けた効果的な広報活動を検討・実施されたい

・指定管理者の知見・ノウハウを活用し、稼働率の向上に努められたい。

・年齢等、ターゲットに応じた発信方法の工夫をすること、又、利用の少ないターゲット層や区の地域資源との連携を活かしたアウ

トリーチ型の認知、利用率向上も検討すること。

評価項目 所見

成果指標の達成

施設利用率については成果指標を達成することは出来な

かったが、委員意見にもあるように利用率の低い特別室

の利用形態を工夫していることや、高い利用者満足度を

得ていることは評価できる。

総合評価
上記により、令和５年度については、おおむね本市の定

める水準どおり効果が得られたと考える。

B

施設の設置目的の達成及びサービスの向上 法令・規則にのっとり適切に運営が行われていた。

また、各評価項目において適正な管理運営がなされてお

り、施設の有効利用等についても適宜改善を講じてい

た。


